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共同調理（co-cooking）場面でのコミュニケーション発達と支援 
―３歳ダウン症児の「カルピス作り」場面での発話行為と調整活動― 

○長崎 勤（実践女子大学） 川口恭輔＃（アサヒグループホールディングス株式会社） 

 小谷 恵＃（アサヒグループホールディングス株式会社） 
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問題と目的 
 障害児では指示に従うだけでは，学習性無気力
感を引き起こしがち（Koegel & Koegel,2006) なため
に「機能的で自発的なコミュニケーション」が教
育的優先事項として指摘されている（NRC, 2001）。
母子の希釈飲料（カルピス）作りの共同調理
（co-cooking) 活動を観察した三木ら（2013）は，母
親の「カルピス」の作り方を見て，単なる模倣で
なく，自分なりにアレンジして作ったり，母親に
作ってあげたりという自発的・能動的な活動の発
達を観察している。そこで，３歳ダウン症児を対
象に，「カルピス」を自分で作ったり他者に作って
あげたりというおやつ場面での自発行動，発話行
為，また自己調整活動を支援する。 

方   法 
 ①対象児：ダウン症児Ａ児。支援期間：２歳９
か月～３歳６ヶ月。津守式乳幼児精神発達質問紙
による発達年齢１歳６ヶ月。運動・音楽・認知・
面接も含む「発達支援プログラム」の一部。②頻
度・場所：201X 年２月～11月の月約２回計11セッ
ション (以下Ｓ) の指導。Ｂ大学のプレールーム。
③指導方法：準備・片付け・おやつの選択・カル
ピス作り・要求行動などにわけスクリプトを構成
し，最大29の理解要素と12の表出要素からなる。
メイン・ティーチャー（MT)，サブ・ティーチャー
（ST)，母親が参加。身体援助→モデル提示→ジェ
スチャー→言語→自発の段階的援助によって支援
した。 

結   果 
 １.理解要素（Fig.1）：身体援助が減少し，声か

けやモデル提示によって理解する要素が増加し，
S7以降は全理解要素での自発行動の比率は
70-80％前後になった。「カルピス」を母親に作っ
てあげるという行為を S6から取り入れると自発
の比率が急増した。２．表出要素：S8以降，発声，
模倣，ことばによる伝達が増加し，80％以上が
speech (音声以上) による伝達となった。「おいし
い」は「返事→代弁模倣→自発」によって明確な
発話行為へとなっていった (Table 2)。３．自己調
整活動：S8，S9から，自分なりの作り方をはじめ，
MT や母親からの助言に「だめ」等と応じるなど，
自己主張・調整活動の萌芽が見られた (Table 3)。 

考   察 
 ルーティン行為の繰り返しで一般的出来事表象
（スクリプト）を獲得し，自発行動の増加につなが
ったと考えられる。その経過の中で，「観察→自分
で作る→母親に作る」へと役割の交代（役割の越境；
田島, 2016）も認められた。代弁模倣から自発使用
へと発話行為の明確化も同時に見られた。これら
から「カルピス作り」を含めたおやつ場面での支
援＝「共同調理入門」は文化への参入過程であり，
越境的学習過程といえる。自己主張，自己調整活
動の萌芽も見られ，今後，自己調節活動での自己
主張と自己抑制のバランスの支援が必要といえる。 
（本研究は大島美紀（学校法人みだい幼稚園）・別所春香（吹
上保育園）各氏との共同研究である。本研究は実践女子大
学の研究倫理審査委員会において承認された。） 

要素

設定１
イス・食器の準備・STがカルピスを作
るのを見る・おやつの選択

設定２
自分のカルピス作り（コップにカルピ
ス・水を注ぐ・混ぜる・飲む・味あう）

設定３
母親のカルピス作り・母親に渡す(S6
から）

実行
あいさつ・おやつの袋を開ける要求・
味あう

確認 あいさつ・片づけ

成分

設定

Table 1  おやつスクリプト

　　　　Table　3　調整活動(S12)

母親のカルピスを作る際に

Ａ児：（水を入れおえる）

母親：Ａ君もう少しお水入れて欲しいな

　　　ちょっと濃いかな、ママの

ＭＴ：Ａ君、お母さんが言っているよ

母親：Ａ君

Ａ児：（水のキャップを閉めようとしている際にキャップを落

とすが、自分で気づき見つけって拾った。）

母親：お水もう少し入れて欲しいなママの

　　　お水少し入れて下さい

Ａ児：（キャップをしめている）

母親：すみません。聞いていますか？

　　　お水を少し入れて欲しいのですが

Ａ児：（キャップがしたままであるが、水を入れようとする。

ＳＴの身体援助を受けながら水を再度注ぐ）

（マドラーでまぜようとしない）

Table 2 カルピス作成後の「おいしい」の変化

ＢＬ ＭＴ「おいしいね」→Ａ児「うん」

Ｓ１-S4 ＭＴ「おいしい？」→Ａ児「うー」

Ｓ６ ＭＴ「おいしい？」→Ａ児「うん」

Ｓ８ ＭＴ「おいしい？」→Ａ児「おい」

Ｓ９
ＭＴ「おいしいね」→Ａ児「おいし」(代弁模
倣)

Ｓ１０
ＭＴ「おいしいね」→Ａ児「おいし」と頬に
両手を添える

Ｓ１１ Ａ児自発的に「おいし（い）」

ＭＴ「おいしい？」→Ａ児「おいし（い）」と
頬に両手を添える

Ｓ１２
Ａ児自ら「おいし（い）」と頬に両手を添え
る

ＭＴ「おいしい？」→Ａ児「おいし（い）」
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